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Ⅰ.本年度の事業目的 

アスリートのキャリア形成に関わるステークホルダーは複雑多岐にわたる中、「関係団体が連携し、 

アスリートがスポーツキャリア及びライフキャリアを両立させるためのシステムを構築し、支援を 

提供する（参照：SCSC会則）」ことを目的として、コンソーシアムが存在する。 

 

平成 23年に制定されたスポーツ基本法の 25条 2項には下記のように記されている。 

 

スポーツ基本法（平成 23年法律第 78号）第 25条２項 

国は、優秀なスポーツ選手及び指導者等が、生涯にわたりその有する能力を幅広く社会に生かすことが 

できるよう、社会の各分野で活躍できる知識及び技能の習得に対する支援並びに活躍できる環境の整備 

の促進その他の必要な施策を講ずるものとする。 

 

また令和４年に制定された第３期スポーツ基本計画には、「アスリートのキャリア形成」の今後の施策目 

標として「現役時のアスリートへ効果的にキャリア形成支援を行う支援者の不足等の課題を踏まえ、新 

たな取り組みを含め、アスリートのキャリア形成支援を着実に推進する」と明記されている。 

 

その具体的な施策として 

・中央競技団体等が実施する現役時のアスリートのデュアルキャリア形成支援が円滑に行われることを

促す。 

・スポーツ分野だけにとどまらず、スポーツ関連分野、さらには全くスポーツに関係しない新たな分野に

おけるアスリートの活躍事例を収集・調査分析し、現役アスリートや指導者等に対して、セミナー等を

通じて広く情報提供を行い、多様な分野におけるアスリートのキャリア創出を促進する。 

・引退時に現役時代に培った能力を社会に還元することができるよう、企業、地域団体、学校での運動指

導やスポーツの価値・楽しさを伝える活動、教育活動等に関わる機会を、JOC が実施するアスリート

派遣事業等を通して拡大する、と記載されている。 

 

【課題】 

アスリートのキャリア形成支援の現状 

公費による支援を受けた優秀なアスリートの能力は社会の財産であり、その能力が社会に還元される

よう、中央競技団体等は、競技力向上と並行して、アスリートのキャリア形成支援に取り組むことが求

められている。 

一方で、こうしたアスリートのデュアルキャリア形成支援に積極的に取り組む中央競技団体はいまだ

多勢とはなっておらず、現役時のアスリートへ効果的にキャリア形成支援を行う支援者が不足してい

る。 

また、各スポーツ団体、企業、チーム等によるアスリートのキャリア形成支援についての取り組みの好

事例がスポーツ界全体に幅広く浸透しておらず、アスリートが地域や職場での運動指導、スポーツの価

値を伝える活動に関わる機会も不足している。 
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SCSCの運営にあたっては、この第３期スポーツ基本計画の方針に則り、政策目標実現にむけてアスリ

ートのキャリア形成支援策を関係団体と連携しながら推進していく。 

 

私たちは、アスリートが安心してスポーツに取り組むことができ、引退後も自己実現ができるキャリア

トランジションを成しえる環境をつくることは、スポーツ界だけでなく、まさに現代のキャリア形成に

かかわる社会課題の解決に貢献するものと考えている。 

 

日本社会においては「一所懸命」、「二兎追うものは一兎も得ず」という一つのことに専心することを是

とした価値観のもとで、ビジネス界においても一つの会社、仕事に専念することがこれまでは是であ

り、スポーツ界においても競技活動に専念し結果をだすことが求められてきた。 

 

しかし産業界では終身雇用の崩壊、副業の解禁、テレワークの推進など働き方、価値観の転換期を迎え

る中で、アスリートが、日本が直面する社会変化に応じたキャリア形成の一つのモデルとしてデュアル

キャリア、キャリアトランスフォーメーションを実現できることを示すことは、スポーツ界のみならず

日本全体の社会課題の一つであるキャリア形成に大きなインパクトを与えるものである。 

 

そしてその実現には、産学官の戦略的連携が必要不可欠である。 

 

アスリートが引退後のキャリアにおいてもスポーツで培った能力を発揮し活躍することは、アスリー

ト個人の人生の充実のみならず、社会資源としてのアスリートの人材価値を社会に還元することにも

繋がる。また、アスリートの競技活動内外の継続的な活躍は、スポーツの価値を高め、スポーツ参画人

口の拡大、スポーツ産業の発展に貢献する。スポーツ産業の拡大は、競技団体の経営基盤を向上させ、

競技力向上にも大きく貢献することとなり、好循環が生まれる。 

 

アスリートがそれぞれの競技で行っている限界への挑戦が、競技を離れた後にも自らのキャリアへの

挑戦へと転換され、自己実現を成し、社会へ貢献し続けることが、日本社会の成長、希望につながるも

のと考える。 
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以下、本年度のスポーツ庁公募要領の記載に基づき、事業を展開する。 

スポーツ庁令和６年度「スポーツキャリアサポート支援事業」公募要領より（一部抜粋） 

—————————————————————————————————————————— 

スポーツキャリアサポートコンソーシアムの運営（（１）～（５）） 

（１）総会及び運営委員会の開催に関する業務 

   総会（1回以上）及び運営委員会（3回以上）の開催のために必要な事務を処理する。 

 

（２）会員団体の拡大・連携推進 

   アスリートのキャリア形成支援に係る関係団体への啓発等を通じて，本コンソーシアム会員の 

拡大を図る。特に中央競技団体の加盟数が低迷しているという課題を踏まえ、中央競技団体が主 

体的に参加可能な体制を構築する。 

 

（３）プロジェクトの推進 

  ①アスリートキャリアコーディネーターの育成 

   キャリア移行期のアスリートが必要なタイミングでキャリア形成に関する支援を受けることが 

できるよう、大学、中央競技団体、その他のスポーツ団体、プロスポーツチーム等への配置を想 

定し、現役アスリートのデュアルキャリア形成に必要な情報提供等を行う人材であるアスリー 

トキャリアコーディネーター（ACC）を育成する。 

（育成実績を踏まえ、その内容の改善や充実を図り育成する） 

  ②キャリアセンターの運営および機能充実（ACCの活用） 

   ACCがアスリートに対して効果的にキャリア形成支援を行うことができる体制を構築するため、 

令和４年度に試行的に設置したアスリート、指導者等が利用可能な相談窓口（キャリアセンタ 

ー）の運営を引き続き行う。令和５年度の運用状況や課題等を踏まえ、相談窓口機能等の充実を 

図り、ACCの活用を通じたアスリートのキャリア形成の支援体制を強化する。 

  ③会員団体の発案に基づくプロジェクトの推進 

   会員団体の発案に基づいたプロジェクトを３件以上行う。 

 

（４）情報発信コンテンツの充実及びウェブサイトのセキュリティ強化 

   専用ウェブサイトや SNS 等を活用し、国内外から収集したスポーツキャリアに関する情報やデ 

ュアルキャリア教育の啓発につながる情報等の発信。 

   効果的な情報発信方法について検討を行い、専用ウェブサイト当のコンテンツの充実を図る。セ 

キュリティ強化の観点から、現在の専用ウェブサイトのドメインを政府ドメイン（.go.jp）に変 

更する。 

 

（５）今後に向けた検討 

   これまでの SCSCの成果や課題を踏まえ、今後のアスリートのキャリア形成支援の在り方およ 

び SCSCが果たすべき今後の役割等について検討を行い、次年度以降に実施すべき事業や政策  

を提言する。 
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Ⅱ.事業計画と実績 

 本事業の目的を達成するため、第１回運営委員会にて以下の事業計画が検討、承認され、本年度の事

業を開始した。 

令和６年度 SCSC年間活動＜計画＞ 
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令和６年度 SCSC年間活動＜実績＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 9 - 

 

以下、項目ごとに計画と実績を記す。 

 

（１）総会及び運営委員会の開催に関する業務 

１）計 画  

下記スケジュールで総会および運営委員会の開催を計画。 

 

24年  6月   2024年度第 1回総会・第１回運営委員会 

24年  8月   2024年度第 2回運営委員会 

24年 10月    2024年度第 3回運営委員会 

24年 12月    2024年度第 4回運営委員会 

25年 2月   2025年度第 5回運営委員会 

25年 3月   2025年度第 6回運営委員会 

 

２）実 績  

 ⅰ）総 会 

 総会は、毎年一回開催することが SCSC 会則によって定められており、本年度も事業の開始に合わせ

て開催した。  

① 総会 

日付 会議 議事次第 参加数 

6/14 令和 6年度 

SCSC総会 

１．決議事項 令和 6年度 運営委員の選任について 

２．令和 6年度の事業（案）についての説明 

３．新規入会団体（昨年の総会以降に入会した団体）の

紹介 

88名 

(議長一任 35 名) 

書面決議 1 名 

計 89名 

 

総会にて令和6年度運営委員が以下の通り決定し、本年度の事業が開始された。 

運営委員の任期は、令和6年度6月14日から令和7年度の総会の終結の時までとなる。 

 

令和6年度スポーツキャリアサポートコンソーシアム運営委員22名（50音順） 

氏 名 所属組織 

青木 雄介 公益社団法人日本フェンシング協会 常務理事 

浅川 伸 公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構 専務理事 

荒牧 太郎 一般財団法人日本フットサル連盟 アスリート委員会 委員長 

伊地知 和義 株式会社スポーツフィールド 取締役副社長 

岩渕 健輔 公益財団法人日本オリンピック委員会 理事 

小野 真由美 公益社団法人日本ホッケー協会 アスリート委員会 委員長 

葛西 順一 公益社団法人全国大学体育連合 専務理事 
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木村 昌彦 公益財団法人全日本柔道連盟 指導者養成委員会委員長 

日下  光彦 
独立行政法人日本スポーツ振興センターハイパフォーマンススポーツセンター 

ハイパフォーマンス戦略部長 

佐藤 由佳子 
NNT コミュニケーションズ株式会社ヒューマンリソース部人材・組織開発部門 

キャリアデザイン室キャリアコンサルティング・マネージャー 

五月女 淳 
公益財団法人日本バスケットボール協会 事業戦略／基盤強化グループ 

ゼネラルマネージャー 

髙橋 義雄※ 早稲田大学 スポーツ科学学術院 教授 

田口 禎則 一般社団法人日本トップリーグ連携機構 理事・事務局長 

竹原 啓二 株式会社フューチャー・デザイン・ラボ 代表取締役会長 

立花 泰則 公益財団法人日本体操協会 情報医科学アンチ・ドーピング委員会 委員長 

長野 宏美 公益財団法人日本テニス協会  アスリート委員会 副委員長 

星野 一朗 公益財団法人日本卓球協会 副会長 

三上 真二 公益財団法人日本パラスポーツ協会 参事 

藤田 真也※ 特定非営利活動法人キャリアカウンセリング協会 会長・理事 

室伏 由佳※ 順天堂大学スポーツ健康科学部 先任准教授 

森岡 裕策 公益財団法人日本スポーツ協会 専務理事 

森下 尚紀 株式会社 MPandC 代表取締役社長 

＊学識経験者として、本会の運営にかかわる。 

 

ⅱ）運営委員会 

（ア）開催実績 

 運営委員会は、本会の意思決定機関として位置づけられており、本会の運営に関する事項を審議する

場である。本年度は第１回運営委員会にて６月から３月まで隔月での開催日程を決定し、スケジュール

通り６回実施した。 

日付 会議 議事次第 参加数 

6/14 第１回運営委員会 １. 決議事項  役員の選任について 

２．検討事項 

１）令和6年度の事業（案）についての報告及び意見交換 

・令和6年度全体計画について 

・活動テーマ・事業運営に関わる体制について 

２）SCSC自主財源獲得の方向性について 

３．報告事項 

１）寄附金口座の会計報告  

２）コンソーシアム入会団体について 

 

参加17名 

 

（議長へ 

一任3名） 

 

欠席2名 
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8/21 第２回運営委員会 １．報告事項 

１）ＡＣＣ育成プログラムの進捗状況について 

  ・ＡＣＣベーシックコース進捗状況 

２）SCSC ホームページのドメイン移管の件 

３）SCSCサロン・継続学習セミナーの進捗状況 

４）協働プロジェクトの件 

５）新規会員入会状況 

２．検討事項 

１）アスリートキャリアチャレンジカンファレンス日程

について 

２）組織の在り方検討委員会（開催報告） 

３）その他 

 

 

 

参加20名 

 

欠席２名 

 

 

 

10/10 第３回運営委員会 

 

１．検討事項 

１）令和6年度カンファレンスについて 

ⅰ）テーマ・開催日時について 

ⅱ）運営パートナー募集について 

２）ACCの活動活性化に向けて 

２．報告事項 

１）ACC育成プログラム実施状況 

ⅰ）ベーシックコース・アドバンスドコース 

ⅱ）パラアスリートキャリアサポート基礎コース 

２）SCSCキャリアセンター 協働プロジェクト実施状況 

３）SCSCサロン実施状況 

４）会員団体入会状況 

５）その他 

 

参加20名 

 

欠席２名 

 

 

12/13 第４回運営委員会 １．検討事項 

１）令和6年度カンファレンスについて 

ⅰ）プログラム構成等について 

ⅱ）集客について 

２．報告事項 

１）ACC活動状況について 

２）ACC認定者のHPへの掲載について 

３）ACC育成プログラム（アドバンスドコース）実施状況 

４）SCSCキャリアセンター 協働プロジェクト実施状況 

５）SCSCサロン実施状況 

６）会員団体入会状況 

７）その他 

 

 

参加17名 

 

欠席５名 
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2/13 第５回運営委員会 １．検討事項 

１）令和6年度カンファレンスについて 

ⅰ）プログラム構成等について 

ⅱ）集客について 

ⅲ）交流会の費用について 

２．報告事項 

１）ACC育成プログラム実施状況 

２）SCSCキャリアセンター 協働プロジェクト実施状況 

３）SCSCサロン実施状況 

４）ロールモデル記事取材状況 

５）会員団体入会状況 

６）その他 

 

 

参加19名 

 

欠席３名 

 

 

3/6 第６回運営委員会 １．報告事項   

１）アスリートキャリアチャレンジカンファレンス2025

２．実施報告 

２）SCSCキャリアセンター協働プロジェクトの実施状況 

３）SCSCサロン実施状況 

４）ロールモデル取材状況 

５）SCSC ホームページ コンテンツ・機能追加の件 

６）会員団体入会状況 

３．その他（次年度に向けて） 

 

 

参加16名 

 

欠席6名 

 

 

 

 

（イ）決定事項 

 ①役員の選出 

  第１回運営委員会にて、以下の通り、役員が選出された。 

  会長 髙橋 義雄 

  副会長   森岡 裕策 

  岩渕 健輔  

  日下  光彦 

  田口 禎則（新任） 
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（２）会員団体の拡大・連携推進 

１）計 画 

 

各中央競技団体のアスリート委員会、スポーツ指導者層と連携を進め、SCSCへの入会促進につなげ

る。新たな取り組みとして、アスリート人材の雇用に積極的な企業の開拓、および地方自治体等との連

携・開拓に取り組む。 

 

ⅰ）アスリート委員へのアプローチ 

ⅱ）企業・地方公共団体の開拓 

ⅲ）連携推進 SCSCサロンの定期開催・充実を図る 

  

  

  

★会員数目標  ⇒令和６年度 150 団体突破をめざす   

 

 

 

２）実 績 

 

ⅰ）アスリート委員へのアプローチ 

昨年度から参加いただいた公益財団法人日本テニス協会アスリート委員会副委員長・一般財団法人 

日本フットサル連盟アスリート委員会委員長、公益社団法人フェンシング協会常務理事に加え、日 

本ホッケー協会アスリート委員会委員長に新たに運営委員として参加いただくことができた。 

また本年度のカンファレンス開催にあたっては JOCの協力のもと JOCアスリート委員会メンバー 

との連携を進め、JOCアスリート委員から各競技団体のアスリート委員のネットワークにもアプロ 

ーチでき、アスリートへの認知を大きく獲得することができた一年となった。 

 

ⅱ）企業・地方公共団体の開拓 

本年度はミズノ株式会社、ソニー生命保険株式会社、パナソニックコネクト株式会社といった影響 

力のある大手企業に参加いただくことができた。また地方自治体として初めてとなる静岡県の参加 

が確定（入会日付は 2025年 4月 1日付）した。 

「ならアスリートキャリアセンター」を設置する際にアスリートキャリアコーディネーターを採用 

した奈良県やアスリートキャリア支援に積極的な佐賀県、他自治体ともネットワークができ、次年 

度に向けて地方自治体とのさらなる連携の可能性が広がってきた。 

 

 

 

課題である中央競技団体においては、本年度は、下記４団体の入会を獲得することができた。 

 

一般社団法人日本車いすテニス協会 

一般社団法人日本車いすカーリング協会 

一般社団法人日本テコンドー協会 

一般社団法人日本パラカヌー連盟 
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令和６年度の会員団体数は、130団体（3月 16日時点）となり目標とした 150団体には及ばなかった

が、実業団チームをもつ企業の参加、地方自治体の参加確定、大学の参加など今後の展開につながる企

業・団体の参加を得ることができた。 

 

 

令和６年度期初 １１２団体   ⇒  令和６年度末時点 １３０団体  

 

 

 

※SCSC会員一覧は、＊参考資料２）SCSC会員一覧 2025年 3月現在 参照 

 

新規入会団体一覧（18団体）  
新規入会団体 紹介元 

６月 一般社団法人日本車いすテニス協会 運営委員/カンファレンス 
 

上越教育大学 運営委員 
 

株式会社湘南メジャーカンパニー 事務局 
 

株式会社ウィルフォワードアスリート 運営委員 

7月 株式会社 TVC 事務局 
 

一般社団法人日本車いすカーリング協会  スポーツ庁広報レター反響 

8月 一般社団法人日本テコンドー協会 スポーツ庁広報レター反響 

9月 株式会社 R_body 運営委員 
 

一般社団法人日本パラカヌー連盟 カンファレンス・スポーツ庁広報レタ

ー反響 

10月 グロフィールド株式会社 会員団体 

11月 ミズノ株式会社 運営委員 

12月 ソニー生命保険株式会社 ACC認定者 
 

パナソニックコネクト株式会社 スポーツ庁 
 

一般社団法人日本アスリート支援協会 ACC認定者が設立 

1月 一般社団法人 YAMAGATA ATHLETE LAB 会員団体 
 

大阪体育大学 運営委員 

2月 株式会社共立ソリューションズ 事務局 
 

尚美学園大学 運営委員 
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ⅲ）会員団体の連携推進 

本年度SCSCサロンは6月から月1回を基本開催とし9回実施。位置づけをこれまでのACCの「学びの

場」からACCの「アウトプットの場」に変更、登壇者のプレゼンテーション・課題提起に対して

ディスカッション、提案を行う形での運用を基本とした。その結果各回の平均参加人数は67.6名と

昨年の115.8名を大きく下回ったが、さまざまなバックグラウンドをもつACCの知見を活かす場と

することができた。 

 参考資料３）SCSCサロンテーマ＆意見まとめ 参照 

 
日時 講 師 備考 

第１回 

 

 

6 月 25 日 

 

参加人数 

77 名 

フットサル連盟 

アスリート委員長 

荒牧 太郎氏 

課題１）連盟スタッフやクラブ関係者への SCSC の認知を広

げるために何が出来るか？効果的なアクションは？ 

課題２）選手が継続的にキャリアに関する意識を持ち続ける

には何が必要だったのか。今後何をすべきなのか。 

第２回 7 月 24 日 

 

参加人数 

65 名 

宇山 賢 氏       

ACC 認定者       

東京五輪 フェンシング

金メダリスト 

課題１）フェンシングの競技環境の整備だけでなく、競技後

の人生をいかに考えさせられるか？フェンシング競技者への

キャリア教育が満足に実施されていない現状も踏まえ、ACC

が支援できる部分はどこか？ 

第３回 8 月 28 日 

 

参加人数 

41 名 

SCSC 会員 

ジャパンリーグ 

鷲崎 一誠 氏 

11 月～12 月にプロになるためのトライアウトリーグと技術向

上のためのスキルアップリーグを運営。この参加対象者とな

る選手をイメージして 

課題１）現役時代のキャリア教育について考える。 

課題２）現役を終わった後のフォローアップを考える。 

第４回 9 月 25 日 

 

参加人数 

63 名 

SCSC 会員 

上越教育大学 

学長 林 泰成 氏 

・アスリートのセカンドキャリアとしての小学校教員という

選択肢 

課題１）アスリートが小学校教員を目指す場合、 どのような

ことがハードルになるのか 

第 5 回 10 月 23 日 

 

参加人数 

63 名 
 

SCSC 会員 

レジックスポーツ 

岡﨑 美穂 氏 

・2022 年度からキャリアビジョン研修に取り組み、本年度３

年目を迎える。これまでの取り組みの成果や課題について

ACC と共有し、課題の解決策を考える。12月 14 日（土）に

アスリート向けに実施する研修に ACC がオンラインオブザー

ブできる形でこのサロンと連動した運営とする 

第６回 11 月 27 日 

 

参加人数 

65 名 
 

SCSC 会員 

リトルアスリート 

杉原 龍馬 氏 

・アスリートの意識改革：アスリートのキャリア支援に対す

る取り組みが活発化する中でアスリート自身がそれを活用し

ていないのか。 

➡アスリート自身の意識における課題の洗い出し 

➡アスリートが活動する環境における課題の洗い出し 
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第 7 回 12 月 14 日 

 

参加人数 

７２名 
 

ACC 育成プログラム 

講師 

川島 隆一 氏 

レジックスポーツ 

キャリアビジョンワークショップⅢ オブザーブ 

第 8 回 1 月 22 日 

 

参加人数 

125 名 
 

ACC 大垣 知哉 氏 

奈良県 

地域創造部スポーツ振興

課地域スポーツ係係長 

川嶋 剛 氏 
 

ACC の活動事例 

国スポ開催に向けた奈良県の取り組み 

課題１）アスリートの県外流出をどう食い止めるべきか？  

課題２）流出したアスリートを県内に戻すために有効な手立

てとは？ 

第９回 2 月 19 日 
 

（休講） カンファレンスへ統合 

第 10

回 

3 月 5 日 

 

参加人数 

38 名 
 

事務局運営 カンファレンスでアスリートから出てきた課題感を素材に

し、ACC のみなさんでディスカッション 
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（３）プロジェクトの推進 

① アスリートキャリアコーディネーターの育成  

１）計 画 

計画） 

ⅰ）アスリートと接点のある人材を育成のメインターゲットとする。 

ⅱ）ACC の活動を後押しするための勉強会・研修会を開催（ACC 認定者一覧の設置） 

ⅲ）SCSC キャリア研修のトレーナー養成プログラムを新設 

ⅳ）パラアスリート向けの ACC の育成に継続的に取り組む 

 

２）実 績 

ⅰ）アスリートと接点のある人材を育成のメインターゲットとする。 

251名の応募に対しアスリートとの接点等を考慮した選抜を行い、206名を受講対象者とした。 

 ベーシックコース申込者属性 令和３年度 

(n=178) 

令和４年度 

(n=100) 

令和５年度 

（n=250） 

令和６年度 

（n=251） 

スポーツ関連業務に従事しているか     

 専業として従事している 56% 51% 15% 20% 

副業・ボランティアとして従事している 25% 22% 32% 33% 

いいえ 19% 27% 53% 47% 

アスリートのキャリア形成支援の実務経験について     

 ある 41% 34% 25% 31% 

ない 59% 66% 75% 69% 

 

選抜を行った結果、受講対象者の属性は下記の通りとなった。 

 選抜後のベーシックコース受講者属性 令和５年度 

（n=182） 

令和６年度 

(n=206) 

スポーツ関連業務に従事しているか   

 専業として従事している 19% 24% 

副業・ボランティアとして従事している 41% 40% 

いいえ 40% 36% 

アスリートのキャリア形成支援の実務経験について   

 ある 32% 38% 

ない 68% 62% 

 

 

 

 

 

 

 

申込者 251 名 

受講選抜 206 名 

受講修了 177 名 

課題提出 172 名 

 

ベーシックコース 

実施日時 

8 月 29 日（木） 

9 月  5 日（木） 

9 月 12 日（木） 
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アドバンスドコースは、本年のベーシックコース修了者および昨年までにベーシックコースを修了して

いる者が受講対象となる。申込者の属性はアスリートのキャリア形成支援の実務経験があると回答した

層が 37％となった。クラブチームや大学スポーツの競技経験の有無については昨年同様にほぼ半々の結

果となっている。オリンピック、国際大会の出場経験がある、強化指定選手、プロ等の競技実績のある層

の比率は昨年と比較すると低下したが、アスリートのキャリア形成支援の実務経験がある層のシェアは

増加しており、スポーツにかかわる人達が ACC取得ための学びに参加していることがうかがえる。 

 

 アドバンスドコース申込者属性 令和４年度 

(n=234) 

令和５年度 

（n=150） 

令和６年度 

(n=168) 

アスリートのキャリア形成支援の実務経験    

 あり 18% 35% 37% 

なし 82% 65% 63% 

クラブチームや大学スポーツでの競技スポーツの経験    

 あり 23% 49% 52% 

なし 77% 51% 48% 

現役時代の競技レベル（スポーツ経験ありと回答した人） (n=54) （n=74） （n=88） 

 オリンピック、国際大会の出場経験あり ２% 20% 14% 

協会が指定する強化指定選手 ６% 3% 1% 

プロリーグに参加するチームに所属 ２％ 10％ 1% 

クラブチームに所属 16% 20％ 19% 

大学体育会運動部に所属 54% 35％ 57% 

その他 20% 12％ 8% 

 

 

 

 

 

 

 

本年度の新たなアスリートキャリアコーディネーター（ACC）の認定者は150名となり、累計でのACC

認定者は943名となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ACC 認定 

令和３年度 492 名 

令和４年度 172 名 

令和５年度 129 名 

令和 6 年度 150 名 

合計 943 名 

 

申込者 168 名 

受講修了者 156 名 

ACC 認定者 150 名 

 

アドバンスドコース 

実施日時 

11 月 5 日（火） 

11 月 11 日（月） 

11 月 18 日（月） 
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ⅱ）ACCの活動を後押しするための勉強会・研修会を開催（ACC認定者一覧の設置） 

ⅲ）SCSCキャリア研修のトレーナー養成プログラムを新設 

 

本年度は前述のSCSCサロンを登壇者（競技団体やクラブ、アスリート等）が抱える具体的な課題を提

示し、参加者（ACC）がその課題解決策を考える場と位置付けたことで、ACCの知見を引き出す形の実

践的な学びの場をつくることができた。 

また、協働プロジェクトとして実施したキャリア研修プログラムのオンラインオブザーブの場をACCに

対して設け、具体的な活動のイメージづくりをおこなった。研修内容のパッケージ化、トレーナー養成

プログラムを実施するところまでは至らずに終了となった。 

 

ACC認定者の一覧設置については、掲載希望者を募り310名の一覧をSCSCホームページ上に掲示した。 

（2025年３月10日リニューアル時に掲載 https://sportcareer.mext.go.jp/members/acc_member） 

所有資格やコメントからACCを検索できる機能をもたせ、ACCの活用を促す形とした。 

サイトリニューアルのローンチが年度末となったため、活用については来年度以降となるが、ACCに対

する依頼ニーズをSCSC事務局で受け、依頼案件を担当したいACCを募集し、依頼者に紹介することを

想定している。 

 

 

 

                   

    キャリアコンサルティングに 

関する資格および自己PRの 

    コメント（30文字）を対象に 

    フリーワード検索でACCを検 

索することが可能      
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ⅳ）パラアスリート向けの ACCの育成に継続的に取り組む  

 

実績） 

昨年度スタートしたプログラム「パラアスリートへのキャリアサポート基礎知識・スキル習得講座」を本年度

も実施（２Day のプログラム）。参加対象者は ACC 認定者限定、昨年の定員 30 名から定員 100 名に増員し

たが、それを上回る 120 名の申込があり、パラアスリート支援に関する関心の高さが伺えた。 

 

申込者           １２０名 

受講対象者           １０２名 

受講修了者             ８６名 

 

 

 

パラアスリートへのキャリアサポート基礎知識・スキル習得講座 講師 
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令和６年度 ベーシックコース  

 

【講師陣】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ベーシックプログラム】 

Day1 

① 環境理解 アスリートキャリアの課題について、アスリートを取り巻く昨今の環境を理解する 

② ACC の理解 ACC が必要とされた背景を知り、ACC の役割と実際の活動について理解する 

③ キャリア理論 
理論や事例をもとに、終身雇用が保証されない今日の流動化した社会環境のなかでアス

リートのキャリアトランジションを、どのように捉えるかについて考えを深める 

④ アスリート特有の課題 アスリートのキャリアトランジションに特有のさまざまな課題について理解する 

➄ 次回までの課題 （自分の社会人基礎力テストの結果の読み込み） 

Day2 

① アスリート理解 Day1 の宿題：自身のテスト結果をみながら診断テストのツールとしての理解を深める 

② 社会人基礎力の概念理解 社会人基礎力の概念理解 

③ ケーススタディ 
アスリートのテストのサンプリングデータおよびプロフィールデータ例を題材に 

支援計画を考える（グループ議論） 

④ 解説 ケース解説 

Day3 

① 対話の基本スキル 
相談を受けるときに最も大切な基本スキル「聴くこと」 

相談者（アスリート）の視点と自分（ACC）の視点のギャップの理解 

② 
実践トレーニング 

（ロールプレイ） 

アスリート役と ACC 役に分かれ、アスリートの相談にのるトレーニングを実施 

小グループに分かれ相談場面を体験してみる（各グループにトレーナーを配置） 

③ まとめ Day３を通した学びの整理＜１対１でのキャリア支援の基本＞ 

④ 全体まとめ Basic プログラムのまとめ 
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令和６年度 アドバンスドコース 

 

【講師陣】 
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【アドバンスドコース】 

Day1 

① 
「Can」視点の 

職業探索を体感する 

ケーススタディ（事前個人ワーク） 

ケーススタディ（グループワーク） 

全体共有 補足説明 

② 「Ｗill」を探る 
参加者自身のＷill を探る（個人ﾜｰｸ→ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ） 

全体共有 補足説明 

③ 
アスリートの取り組みを 

ビジネスシーンに’翻訳’する 

実在アスリートにあてはめる（個人ﾜｰｸ→ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ） 

全体共有 補足説明 

④ まとめ   

Day2 

➀ アスリート視点 アスリートとしてのキャリアトランジションの実例  

② 指導者視点 指導者としてのキャリア支援の実例 

③ 企業視点 企業・雇用側のアスリートキャリア支援事例 

➃ まとめ ACC としての支援ポイント 

Day3 

① 集団へのファシリテーション 自分の所属するチーム・団体等への啓蒙活動 

② ネットワーク形成と連携 
企業人事・経営者とのネットワークの作り方 

人材会社との連携の方法 

③ まとめ 
自分自身のキャリアステップ 

継続学習の重要性 

④ 最終課題 課題発表 

 

 

参考資料４）アスリートキャリアコーディネーター（ＡＣＣ）育成プログラム 

          申込者・受講者属性および受講後アンケート結果  参照 

      【１】ACC ベーシックプログラム 

      【２】ACC アドバンスドプログラム 

      【３】パラアスリートキャリアサポート基礎知識・スキル習得講座 
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【次年度への課題】 

 

令和６年度 ACC 育成プログラム実施実績（のべ受講人数） 

ACC育成プログラム 本年度受講人数合計  476 人 

＊内訳（ベーシックコース 206 人＋アドバンスドコース 168 人＋パラアスリートサポート 102 人） 

 

 

＊次年度以降もアスリートとの接点がある層を中心とした ACC の新規育成を行っていくとともに既に

認定となっている ACCのレベルアップと活動をよりアクティブにしていく施策が必要と考えられる。と

くにトライアルとして実施しているキャリアビジョン研修を加速させるために認定 ACC の中からトレ

ーナーを育成することに取り組む必要がある。 

 

本年度、認定 ACCの活動状況調査を行った。参考資料５）認定 ACC活動状況アンケート結果参照 

 

昨年度までの認定者 793人のうち 643人（81.1％）から回答を得た。 

回答者のうち活動実績があると回答した人 460人（回答者内シェア 71.5％）、今後活動を予定していると

回答した人 78人（同 12.1％）、活動実績・予定なしと回答した人 105人（同 16.3％）となった。 

 

今年度ホームページに ACC認定者一覧を設けたが、 

掲載を希望すると回答した人（371人）の中で活動実績ありと回答した人 83.0％ 

掲載を希望しないと回答した人（272人）の中で活動実績ありと回答した人 55.9％ 

と大きな差がある。               参考資料５） P5参照 

 

 ACC としての活動内容については、「SCSC の活動に参加（SCSC サロン・セミナー等）」との回答が

一番多い（回答者内シェア 49.6％）が、「アスリート・元アスリートと１対１の面談」を行っているとい

う回答が 265人（41.2％）、研修の企画・実施との回答も 43人（6.7%）あった。 

また、ACC が活動対象としている層は小学校から社会人に至るまで幅広く及んでいることが分かった。 

参考資料５）P3参照 

 

これらの ACC の活動が事例として把握・共有できていないことが大きな課題であり、ACC の活動事例

を収集し、ACC間に共有することで、さらに ACCの活動を活発化させることができると考えている。 

 

一方でこれらの ACCの活動の費用を誰がどのような名目で負担しているのか、またはボランティアベー

スのものなのかまでは調査できておらず、次年度以降の調査課題としたい。 
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➁キャリアセンターの運営及び機能充実（ACCの活用） 

計画） 

ⅰ）オープンコンテンツの充実 

ⅱ）SCSCホームページとの連携強化 

ⅲ）実施事例・体制づくり（⇒ 協働プロジェクトでの実績参照） 

ⅳ）マネタイズの検討 

 

２）実 績 

 

SCSCの活動およびアスリートキャリアコーディネーターの理解促進のためSCSC HP上に下記コンテン 

ツを設置。ACCの理解促進と実施イメージ喚起のための動画資料、ACCを取得している人たちがどんな 

人たちなのかがわかるようにするため、ACC一覧ページを新設した。 

 

「アスリートキャリアコーディネーターの育成」コンテンツの設置 

https://sportcareer.mext.go.jp/activity/training 

 

「キャリア研修の開催（SCSC動画資料）」の設置 

https://sportcareer.mext.go.jp/activity/movie 

 

「ACC認定者一覧」の設置（前述） 

https://sportcareer.mext.go.jp/members/acc_member 

 

 

SCSC HPのドメイン移管に伴いSCSCキャリアセンターをSCSC HPの配下へ配置（8月8日実施）、 

さらにSCSC HPのリニューアルにともないSCSCキャリアセンターへの導線改善を図った。 

 

ドメインの移管（8月8日実施） 

SCSC HP  https://sportcareer.jp ⇒ https://sportcareer.mext.go.jp 

         

SCSCキャリアセンター https://acc.sportcareer.jp ⇒ https://sportcareer.mext.go.jp/acc  

 

サイトリニューアル（2025年3月10日実施） 
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旧サイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新サイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

新サイトでは、メニュー構成をシンプルにまとめ、項目ごとにサブメニューを表記する形とした。 

・組織概要（SCSCとは／理念／長官メッセージ／会長メッセージ／運営委員一覧） 

・活動紹介（ロールモデルインタビュー／ACCの育成／カンファレンスの開催／研修事例動画） 

・会員情報・ACC認定者（最新会員一覧／会則／入会申込／ACC認定者） 

・キャリアセンター（キャリアセンターとは／キャリアセンターログイン） 

 

キャリアセンターの説明ページへの導線改善： 

旧サイトでは、SCSCキャリアセンターへリンクするとすぐに「新規ユーザー登録・ログイン」の画面

へと遷移したが、新サイトでは「キャリアセンター」メニューの中に「キャリアセンターとは」の説明

ページを目立つ位置に配置し、理解促進および導線の改善を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニュー構成 

・スポーツキャリアサポートコンソーシアム 

・ロールモデルインタビュー 

・最新会員一覧 

・SCSCキャリアセンター 

・SCSC動画資料 

 

メニュー構成 

・組織概要 

・活動紹介 

・会員情報・ACC認定者 

・キャリアセンター 
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ⅲ）実施事例づくり 

   

実施事例 

本年度は、女子体操のジュニア（中学・高校性）から高校、大学のスポーツ強化部、実業団選手、野球

の独立リーグのプロ選手まで幅広い層に向けキャリアワークショップを実施、さらに一般社団法人大学

スポーツ協会（UNIVAS）との連携案件も進めることができた。 

【令和６年度 キャリアプログラム実施一覧】 

団体 対象 ・テーマ等 実施日 

高崎健康福祉大学 

高崎高等学校 

高校生 

120 名 

部活動の中心として活動する高校２年生を対象に実施 9 月６日 

日本海リーグ 

（エス・アイ・ジェイ） 

（野球） 

社会人 

 

計 61 名 

シーズン終了後、選手全員：富山サンダーバーズ ９月 23 日 

シーズン終了後、選手全員：石川ミリオンスターズ 9 月 24 日 

ジャパンリーグ 

（野球） 

社会人 

25 名 

ウインターリーグ実施期間中（12 月 10 日）にキャリアワ

ークショップ実施 

12 月 10 日 

平成国際大学  

大学生 

（100 名程度） 

合同キャリア授業（スポーツ健康学部対象）1 コマ 12 月 5 日 

キャリアデー1 コマ 

（合同キャリア授業を受講したスポーツ健康学部＋希望す

る運動学部学生が合流） 

12 月 10 日 

（合同キャリア授業を受講したスポーツ健康学部＋希望す

る運動学部学生が合流） 

12 月 12 日 

レジックスポーツ 

（体操） 

（SCSC 

サロン７回） 

中学生 12 名 

高校生 17 名 

レジックスポーツ 中学・高校生向け  

社会人基礎力テスト＋リアル研修 

12 月 14 日 

大学生 5 名 

コーチ 19 名 

大学生向け・スタッフ向け  

社会人基礎力テストのみ実施 

***** 

パナソニック 

コネクト 

社会人 

（実業団選手） 

14 名 

企業所属アスリート（女子陸上選手＋野球部２名・バレー

部１名） 

社会人基礎力テスト＋リアル研修 

1 月 16 日 

女子体操ジュニア 

ナショナル合宿 

中学生 16 名 

高校生  2 名 

中学生・高校生向け 

社会人基礎力テスト＋リアル研修 

1 月 21 日 

コーチ 19 名 社会人基礎力テストのみ実施 ****** 

東洋大学 

（UNIVAS 連携） 

大学生(１年生) 

174 名 
 

強化部所属の大学１年生（この春から 2 年生）を対象に実

施 

3 月 12 日 
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ⅳ）マネタイズの検討 

 

マネタイズに向けては、SCSC の HP リニューアルに合わせて ACC 認定者が希望すれば掲載ができる

ACC一覧のコンテンツに加えて、有料掲載企画および、アスリートのキャリアをサポートする企業を募

り寄付、スポンサード等を受けた場合に記載できるコーナーのサイト機能の作成も完了している（有料

掲載およびスポンサードの獲得は本年度は未実施）。 

 

トライアル実施を行っているキャリアビジョン研修の有料化についても来期以降実施していく必要があ

ると考えている。 

アスリートのキャリア開発の費用負担をどのようなスキームで行うか、SCSCの組織の在り方も含めて

方向性を決める時期に来ている。 

 

 

【次年度への課題】 

キャリアビジョン研修に対するニーズは着実に増加してきており、継続的な実施を希望するところも増

えてきている。一方でオンラインを活用したACCへの個別相談の依頼は増えていない。 

 

令和６年度SCSCキャリアセンター 研修・キャリア相談実施人数推移 

 

 

キャリア研修は、チームや所属団体の意思決定のもと実施されるのに対してオンラインでのキャリア面

談は個々のアスリートの能動的なアクションがないと発生しない。 

海外ではキャリアディベロップメントコーチの存在がラグビー等で広がりつつあるが、ACCが継続的に

アスリートに伴走することの成果事例をつくることが必要と考えている。 

 

そのためには、アスリートが自主的に相談する形ではなく、チーム、団体等の育成システムとして、定期 

的に面談するといった形で ACCによる継続的な伴走のトライアルを行い、効果検証をする必要があると 

考えている。 
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➂会員団体の発案にもとづくプロジェクトの推進 

１）計 画  

◆協働プロジェクトは会員企業から募集し、実施プランを決定する 

２）実 績  

  会員団体との連携・協働プロジェクトについては、前述のキャリアセンターでの「実施事例」に記載  

の通り就学期のアスリートから社会人アスリートまで競技団体・会員企業と連携しながら実施する

ことができた。（P27 令和６年度 キャリアプログラム実施一覧 参照） 

  本年度「キャリアビジョン研修」実施後に受講者にアンケートにご協力いただいた。 

  ＊各回のアンケートは 参考資料６）キャリアワークショップ受講後アンケート結果 参照 

 

各回のアンケートを 

・＜社会人＞（82名） 

・＜大学生＞（200名） 

・＜高校生・中学生＞（130名） 

の３つのカテゴリーに分けて比較した。 

 

「現役中から引退後を含めたライフキャリ 

アを考えることの必要性」については、 

「とてもそう思う」「そう思う」の合計は 

＜大学生＞97.0％＜高校・中学＞96.2%と 

なっているが、社会人は 89.0%とやや低く 

なっている。 

 

 

「ワークショップに参加して役立つ新たな 

気づきがあったか」という設問については、 

どのカテゴリーも 6割程度が「ある」、 

４割が「ない」と回答している。 

 

 

 

「ワークショップに参加して実践しようと 

思うことはあるか」との設問についても 

同様に 6割が「ある」、４割が「ない」と 

いう結果となった。 

 

行動変容につなげていくためにも単発に 

終わらせず、一定期間後に振り返りの 

セッションなどを継続的に行うことが必要 

と思われる。 
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参考データ） 

「スポーツに打ち込んできたことで得られたもの（学んだこと、身についたこと等）は、何ですか」 

という問いにフリーワードで回答いただいた言葉をテキストマイニングで表示した結果は下記となった。 

 

高校生・中学生、大学生、社会人の各カテゴリーでも共通して忍耐力、協調性、諦めない、乗り越える と 

いった言葉が並ぶ。「コミュニケーション力」については、年代が上がるにつれて強くでる傾向がみられ  

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諦めない 

高校生・中学生 

大学生 

社会人 

諦めない 
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参考データ） 

「スポーツを通じて得られたものが、スポーツ以外でも活かされていると感じることを具体的に教えて 

ください。」という問いにフリーワードで回答いただいた言葉をテキストマイニングで表示した結果は下 

記となった。 

 

高校生・中学生の回答では「礼儀」が目立つが、大学生では、コミュニケーション、問題解決能力といっ 

たワードが上がってきている。社会人の各カテゴリーは「コミュニケーション力」とならんで「課題解決」 

というワードも強くでていることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生・中学生 

大学生 

社会人 

諦めない 

諦めない 

諦めない 
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（４）情報発信コンテンツの充実および専用ウェブサイトのセキュリティ強化 

◆引き続きアスリートのロールモデルの充実を図るとともに、チームでのキャリア開発への取り組

みや ACC の活動事例などを取材・映像化し、発信していくことで個別事例として終わらせることな

く、スポーツ界全体のムーブメントへとつなげていく。 

 

１）計 画 

ⅰ）ロールモデルのコンテンツ化・検索機能の追加 

ⅱ）啓蒙動画・研修実施事例動画コンテンツによる情報発信 

ⅲ）認定 ACC・加盟団体からの情報提供 

ⅳ）SCSC キャリアセンターでのセミナー告知等の情報発信 

ⅴ）カンファレンスの開催 

ⅵ）専用ウェブサイトのセキュリティ強化 

 

２）実 績 

ⅰ）ロールモデルのコンテンツ化・検索機能の追加 

 

本年度以下の 16名のアスリートを取材、ロールモデルコンテンツとして HP へ掲載。 

ロールモデルコーナーの記事は５５人分まで蓄積できてきたこともあり、引退年代、競技種目や記事中 

のフリーワードでの検索機能を付加し、利用者が自身の参考となるアスリート事例を発見しやすくした。 

 

【取材一覧】 

No お名前 競技 
No 

お名前 競技 

1 田本 博子 女子ソフトボール 9 廣瀬 智靖 男子サッカー 

2 奥 幸那 女子バドミントン 10 友井川 拓 男子ラグビー 

3 喜熨斗 勝史 男子サッカー 11 山田 拓朗 パラ競泳 

4 横山 雅美 女子バレーボール 12 東 千尋 アグレッシブインラインスケート 

5 高瀬 克也 男子グランドホッケー 13 川越 広弥 男子陸上 400m ハードル 

6 後藤 翔太 男子ラグビー 14 山辺 紗希 女子ビーチサッカー 

7 桐谷 乃宇奈 女子フェンシング 15 比金 桃子 女子バレーボール 

8 三木 萌子 女子サッカー 16 吉野 有香 女子サッカー 
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令和６年度ロールモデルページ新規掲載者一覧 
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ⅱ）啓蒙動画・研修実施事例動画コンテンツによる情報発信 

 

SCSC の活動でこれまでに作成した指導者向け映像および研修事例紹介の映像コンテンツを SCSC HP

上で発信。https://sportcareer.mext.go.jp/activity/movie 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８事例を掲載 

１）水戸ホーリーホック（サッカー） 

 

２）レジックスポーツ（体操） 

 

３）NTT コミュニケーションズ D-Rocks（ラグビー） 

 

４）日本ボブスレー・リュージュ・スケルトン連盟 

（スケルトン①） 

 

５）日本体操協会（新体操フェアリージャパン） 

 

６）日本ボブスレー・リュージュ・スケルトン連盟 

（スケルトン②） 

７）日本フットサル連盟（バルドラール浦安） 

 

８）高崎健康福祉大学高崎高等学校 
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ⅲ）認定 ACC・加盟団体からの情報提供 

 

加盟団体（エス・アイ・ジェイ）からの依頼にもとづき日本海リーグ所属アスリートへのキャリア面談を

担当する ACC募集情報を ACC認定者向けに広報。 

 

奈良県スポーツ振興課でのアスリート向けキャリアセンター立ち上げにあたり、スタッフ募集情報を

ACCへ提供。本年度 7月 1日付けに開設された「ならアスリートキャリアセンター」のスタッフとして

ACC認定者が採用されるに至った。 

 

他、佐賀県 SAGA スポーツピラミッド推進グループ主催の SAGA スポーツピラミッド アスリートキャ

リアフォームの情報提供、会員団体 R-Body主催セミナー情報の提供等を行った。 

 

 

ⅳ）SCSCキャリアセンターでのセミナー情報等 

 

SCSC キャリアセンターのサイトを SCSC HP のサブディレクトリに置いたことで単独での告知はお

こなわず、オープンな場である SCSC の HP 上での告知を行っていくこととした。一方でアスリート

へダイレクトに情報を届けるために「アスリートキャリアサプリ（仮称）」という名称でアスリートの

メール会員登録をスタートさせた。アスリートのキャリア開発に役立つ情報をメールマガジン的に配

信する体制構築を目指す。 

 

 

ⅴ）カンファレンスの開催 

 

実 績 

本年度はキャリア形成の当事者である「アスリート」人材をメインターゲットとした企画として実施。 

アスリートがキャリア課題についてディスカッションを行うワークショップを組み込むなど新たな取り

組みを行った。 

 

【カンファレンスタイトル】 

Athlete Career Challenge カンファレンス 2025 

   競技の枠を超えアスリートと共に考えるアスリートの未来 

～ アスリートキャリアビジョンワークショップ ～ 

 

 ◆開催日時：2025年 2月 26日（水）第一部 17:00～20:00 第二部 20:00-21:30 

 ◆ライブ会場：東京ミッドタウン八重洲カンファレンス（４階大会議室） 

        東京都中央区八重洲二丁目２番１号  

 ◆オンライン：ZOOM・YouTubeによるライブ配信 

 

現地参加 １７２名（アスリートエリア４９名＋観覧エリア９１名＋登壇者・関係者・運営委員３２名）  

 

オンライン ZOOM参加 １４１名  （参考数値：YouTube視聴６０８名） 

 

＊カンファレンス詳細については、第Ⅲ章および参考資料７）―２ カンファレンス運営業務報告書 を

ご参照ください。 
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ⅵ）専用ウェブサイトのセキュリティ強化 

■サーバー・セキュリティについて 

・ISMAP 対応のサーバとして「さくらのクラウド」サーバ（仮想 4Core/4GB メモリ/SSD100GB）の利 

用を想定。 

・セキュリティ対策として Cloud One Workload Security の利用を想定。 

 不正プログラム対策機能/WEB レピュテーション機能/FW 機能/アプリケーションコントロール機能/ 

侵入防御機能/変更監視機能/セキュリティログ監視機能 

 

■go.jp ドメインによるメール送受信の設定 

・sportcareer.mext.go.jp ドメインのメール送受信をおこなうためのメールサーバ設定を行う。DNS サー

バは「さくらのクラウド」の DNS(アプライアンス)を利用するものとする。 

 

■SCSCキャリアセンターの移管 

・SCSCのホームページの移管とセットで SCSCキャリアセンターについても移管を 

 行う。 

 

 

実 績 

 セキュリティ強化の対策は喫緊の課題であるため、サイトコンテンツ、機能は現状のままとして ISMAP 

に対応するサーバ、セキュリティ対策を行いドメインの移管を 8月 8日に実施した。また移管に際し 

ては、キャリアセンターを SCSC HP のサブディレクトリに配置する形とした。 

 

ドメインの移管（8月8日実施） 

SCSC HP  https://sportcareer.jp ⇒ https://sportcareer.mext.go.jp 

         

SCSCキャリアセンター https://acc.sportcareer.jp ⇒ https://sportcareer.mext.go.jp/acc  

 

 

 

さらに本年度は、サイトのコンテンツ充実、機能開発に取り組んだ。 

 

   ・前述のロールモデルの充実に伴ってロールモデルコンテンツの検索機能の追加（前述） 

   ・ＡＣＣ認定者一覧および検索機能の新設（前述） 

   ・運営委員一覧の新設 

   ・ＳＣＳＣ入会申し込み導線の設置 等 

 

2025年 3月 10日にリニューアルを実施。 
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（５） 今後に向けた検討 

計 画 

 

１）組織体制の検討 

計画的な活動を安定的に行うため任意団体から一般社団法人または NPO などの法人化を引き続き継続

検討 

 

２）財務面での検討 

SCSCが将来自走するための財源として独自収入・外部資金の受け入れを検討 

（ふるさと納税・クラウドファンディング等の手法も視野にいれる） 

 

実 績 

組織の在り方検討委員会を設置し、以下を検討。 

 

⇒SCSC会則の付則として寄附金等取扱規程を定めているが、企業からの協賛・スポンサードを受ける企

画の検討、前述のアスリート採用積極企業などの情報掲載・認定 ACC掲載についても有料化の可能性を

検討した。 

 

⇒ACC育成事業については資格認定および更新の有料化のシナリオを検討。 

 

 

３）役割についての検討 

◆キャリアサポートとしての機能 

 ・競技・団体横断のキャリアセンター機能・相談窓口常設 

 ・アスリートキャリアコーディネーターの継続育成と配置 

 ・ビジネスパーソンとしてのトレーニング機能・コンテンツの提供 

 

◆デュアルキャリア教育の推進 

 ・各NF、統括団体が主催するアスリート向けキャリア教育のサポート 

 ・アスリート向けキャリア教育プログラムの最新研究・開発 

 ・指導者・保護者向けキャリア教育プログラムの開発 

 

実 績 

デュアルキャリア教育の推進に関しては昨年度に引き続き中央競技団体や加盟団体との連携による研修

事例を積み上げることができた。本年度もトライアルとしての位置づけであり、受益者（研修受講者）に

とっては費用負担がなく実施できているが、今後拡大していくにあたっては認定ＡＣＣから講師の育成、

実施コスト負担をどうするかが引き続きの課題として残っている。 
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キャリアサポートとしての機能については、濃淡はあるが、アスリートキャリアコーディネーターがそ

れぞれの活動の中で面談等を実施していることが認定 ACC活動状況アンケート（参考資料５）を通じて

見えてきた。 

 

今後は SCSCとして、会員団体との協働プロジェクトの形で一定期間にわたってアスリートに ACCが伴

走する事例をつくり、ACCのカウンセリングの有用性を検証することに取り組む必要がある。 

 

また本年度 UNIVAS との連携も進みつつあり、大学でのアスリート支援に ACC を活用するスキームを

作ることも視野にいれていくことを考えている。 
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Ⅲ．Athlete Career Challenge カンファレンス 2025 の開催 

スポーツ庁委託事業「令和６年度スポーツキャリアサポート支援事業」の一環として、SCSCが主催し、

「Athlete Career Challenge カンファレンス 2025 競技の枠を超えアスリートと共に考えるアスリート

の未来 ～ アスリートキャリアビジョンワークショップ ～」を開催した。 

 

１． カンファレンスの概要（実施概要ついては参考資料７）－２ カンファレンス運営業務報告書参照） 

本カンファレンスは以下を開催の目的として掲げ、運営委員会にて企画が構想・承認された。 

 

＜実施目的・狙い＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの目的・狙いを達成するため、本年度は例年とは大きく異なる形でのカンファレンス企画を行っ

た。 

主な変更点： 開催日程 例年 3 月初旬土曜日午後開催 ⇒ ２月下旬平日夜開催 

  開催時間 例年３時間 30 分程度  ⇒ 第一部・二部制（第一部のみの場合 3 時間） 

  主対象  指導者・アスリート・ACC 等  ⇒ アスリート・アスリート委員（現役・引退含む） 

  Program トークセッション中心（セミナー型） ⇒ ワークショック型（ディスカッション型） 

  交流セッション 従来は名刺交換会（30 分程度） ⇒ 情報交換会として 1.5 時間設定 

◆アスリートの参加を広く促し、 

  ・アスリート自身にキャリアオーナーシップの理解促進を図る 

  ・アスリートに SCSC・ACC の認知向上を図る 

  ・競技間の情報共有ができる場を提供する 

  ・SCSC 未加入の NF の加入のきっかけとする 

  ・SCSC の情報をアスリートに届けるネットワークを構築する  

 

⇒ 各競技団体のアスリート（できるだけアスリート委員）を集める場としたい 

  各競技団体のアスリート・アスリート委員と SCSC のネットワークを構築するきっかけとする 

  

＜参加し易さ＞  

 ⇒  開催日時の変更   例年土曜日午後開催  

 ⇒  開催時間の短縮   例年３時間 30 分     

 ⇒  ハイブリッド開催 ：リアル会場：アクセスしやすい場所を選定（東京駅直結の会場） 

      ：オンライン会場：アスリートは ZOOM ミーティング 

＜構成＞ 

 ⇒  セミナー形式だけではなく、ディスカッション型のインタラクティブな企画を盛り込む 

 ⇒  アスリート間のネットワークづくり、情報交換等の時間を充実させる  
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 〇タイトル  Athlete Career Challenge カンファレンス 2025 

       競技の枠を超えアスリートと共に考えるアスリートの未来 

      ～アスリートキャリアビジョンワークショップ～ 

 ◆開催日時：2025年 2月 26日（水）第一部 17:00～20:00  第二部 20:00～21:30 

 ◆ライブ会場：東京ミッドタウン八重洲４階大会議室（東京都中央区八重洲二丁目２番１号） 

 ◆オンライン：ZOOMミーティング・YouTubeによるライブ配信 

ユニバーサル対応のため YouTube配信には手話通訳を導入 

 

 〇プログラム概要 

【第一部】 

【開会】 

・室伏 広治 氏（スポーツ庁長官）    開会あいさつ・スポーツ庁活動 

・髙橋 義雄（SCSC会長） SCSC活動について 

 

【プログラム１】「アスリートのキャリア課題とは何なのか」 

〇ファシリテーター 

・松田 丈志 氏（JOCアスリート委員会委員長/セガサミーホールディングス株式会社） 

・村上 茉愛 氏（公益財団法人日本体操協会 強化本部長） 

〇登壇者 

・小林 慎一朗 氏（一般社団法人日本プロサッカー選手会 マネージャー） 

・田﨑 博道 氏（公益財団法人日本陸上競技連盟 専務理事） 

 

【プログラム２】「アスリートと考えるキャリアビジョンワークショップ」 

〇ファシリテーター 

・川島 隆一 氏（川島事務所代表/GCDF-Japan キャリアカウンセラー） 

〇登壇者 

・岡﨑 美穂 氏（有限会社レジックスポーツ代表取締役） 

 

【プログラム３】「アスリート人材に期待するチカラ」 

〇ファシリテーター 

・松田 丈志 氏（JOCアスリート委員会委員長/セガサミーホールディングス株式会社） 

・村上 茉愛 氏（公益財団法人日本体操協会 強化本部長） 

〇登壇者 

・中村 仁 氏（ソニー生命保険株式会社 品川 LPC第 4支社第一営業所 所長） 

・岡本 章世 氏（イオンモール株式会社 人事統括部 採用・育成部 部長） 

・近藤 裕 氏（株式会社リクルート HRエージェント Division Vice President） 

 

【第二部】交流セッション 
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 ※参考資料７）－１ カンファレンスチラシ 



- 42 - 
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２． 申込・参加状況 

本年度は、各中央競技団体に対してスポーツ庁・参事官（民間スポーツ担当）付・競技スポーツ課・ 

健康スポーツ課 障害者スポーツ振興室の連名で下記の参加依頼を行っていただいた。 
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申込受付にあたって本年度はリアル会場を参加者間でのディスカッションを行うアスリートエリアと 

視聴のみの観覧エリアに、オンライン会場もリアル会場と同様にディスカッションに参加可能な 

ZOOMミーティングエリアと視聴のみの YouTubeの４つのエリアに分けて受付を行った。 

 

申込数は下記の通り。リアル会場のアスリートエリアは目標値には届かなかったが、全体では会場キャ

パシティを超える申し込みを集めることができた。 

区分 目標 申込数 

リアル会場アスリートエリア 75 名 59 名 

リアル会場観覧エリア 75 名 106 名 

ZOOM 参加エリア *** 218 名 

YouTube 視聴エリア *** 230 名 

合計  613 名 

 

当日の参加状況はエリア毎に下記となった 

項目 エリア区分 定義 申込 参加数 

当日参加 アスリートエリア グループディスカッション参加エリア 59 名 49 名 

観覧エリア 会場オブザーブエリア 106 名 91 名 

登壇者・関係者エリア 登壇者および登壇関係者・運営委員 *** 32 名 

現地参加者計    172 名 

当日 WEB 参加 

（zoom） 

オンライン参加エリア ZOOM ミーティング参加エリア 218 名 141 名 

現地＋ZOOM 計    313 名 

当日視聴

（youtube） 

オンライン視聴エリア 視聴のみエリア（同時最大視聴者数） 230 名 608 名 

（参考値） 

 

現地参加計 172 名＋オンライン参加 ZOOM141 名 ＝ トータル 313 名 

  今回の集客のメインとなるアスリートは、リアル会場とＺＯＯＭエリア合計で現役 38名、 

引退・指導者 101名 合計 149名となった。 

区分 当日参加数 （内アスリート人材） 

現役 引退・指導者 

リアル会場アスリートエリア 49 名 15 名 34 名 

リアル会場観覧エリア 91 名 1 名 5 名 

ZOOM 参加エリア 141 名 22 名 62 名 

合計 282 名 38 名 101 名 
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アスリート委員の参加状況 

 

今回テーマの１つであった競技団体のアスリート委員の集客については、下記の通り 20競技団体のアス

リート委員に参加いただくことができた。 

 

No  所属団体 リアル会場 オンライン会場 

1 公益財団法人日本陸上競技連盟 2 1 

2 公益財団法人日本柔道連盟 1 

 

3 公益財団法人日本体操協会 1 

 

4 公益社団法人日本ボブスレー・リュージュ・スケルトン連盟 1 

 

5 公益社団法人日本ホッケー協会 1 

 

6 一般財団法人フットサル連盟 1 

 

7 公益財団法人日本セーリング連盟 2 

 

8 公益財団法人日本ラグビーフットボール協会 1 2 

9 公益財団法人日本相撲連盟 1 1 

10 公益社団法人日本カヌー連盟 2 

 

11 公益財団法人日本水泳連盟 1 

 

12 公益社団法人日本クレー射撃協会 1 

 

13 公益財団法人日本ライブセービング協会 1 

 

14 公益財団法人日本スケート連盟（フィギュア） 1 

 

15 公益財団法人日本テニス協会 

 

1 

16 公益財団法人日本卓球協会 

 

1 

17 公益社団法人日本空手協会 

 

1 

18 公益財団法人全日本弓道連盟 

 

1 

19 公益財団法人日本アイスホッケー連盟 

 

1 

20 公益財団法人日本レスリング協会 

 

1 

＊JOC アスリート委員含む 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

本年度は、これまでキャリアのテーマでアプローチすることが難しかったアスリート自身の集客に

取り組んだ。 

公益財団法人日本オリンピック委員会、公益財団法人日本パラスポーツ協会・日本パラリンピック

委員会、公益財団法人日本スポーツ協会に協力いただけたこと、JOCアスリート委員の方々と連携

できたことにより、現役・引退を含め多くのアスリートに参加いただくことができた。また中央競

技団体関係者にも参加いただくことができ、各競技団体・アスリート委員との関係構築をつくって

いく足がかりとなるイベントとすることができた。 
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３．参加者のカンファレンス評価 

アンケート回答者の属性 

本年度はリアル会場をアスリートエリアと観覧エリアに分け、オンラインも参加できる ZOOM会場と視

聴のみの YouTube視聴の４つのエリアに分けて実施した。アンケート回収数は各エリア別に下記のとお

り。 

 

エリア区分 参加者 アンケート回答数 

リアル会場アスリートエリア 49 名 34 名 

リアル会場観覧エリア 91 名 40 名 

ZOOM 参加エリア 141 名 114 名 

YouTube 視聴エリア *** 17 名 

合計  205 名 

 

 

 

カンファレンスの評価（アンケート結果より） 

以下、カンファレンスに関する評価を参加エリア別にみていく。 

 

カンファレンスの全体評価は、「非常に参考になった」60.0％、「やや参考になった」34.1％の合計は 94.1％

と高い水準となった。特にアスリートエリア参加者は、ポジティブな評価が 97.1％となっている。 

 

 

 

 

カンファレンス全体評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央競技団体の取り組み 

 

全体評価は、 

「非常に参考になった」60.0％ 

「やや参考になった」 34.1% 

計 94.1%と高い水準と言える。 

 

特にアスリートエリア参加者の

評価が高いことがわかる。 
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参加エリア別プログラム別評価 

 

                 

 

 

 

 

 

                 

プログラム１ アスリートのキャリア課題とは何なのか 

 

 

プログラム２ アスリートと考えるキャリアビジョンワークショップ 

 

プログラム３ アスリート人材に期待するチカラ 

 

参加エリア別に各プログラム

の評価を比較してみた。 

 

すべてのプログラムにおいて

アスリートエリアで参加した

層の評価が高いことがわか

る。 

 

 

 

 

プログラム２は、アスリート

エリア参加者のディスカッシ

ョンを取り入れたワークショ

ップとしたため、観覧エリア

での参加者については、中途

半端な時間となってしまっ

た。 

 

 

オンライン（ZOOM）参加者

は、ブレイクアウトセッショ

ンでディスカッションの時間

となっているが、プログラム

２の評価が高くはなっていな

い。 

これはグループによってディ

スカッションの質、活発度に

大きくばらつきがあったこと

も影響していると考えられ

る。 

 

 

 



- 48 - 

 

参加エリアごとのプログラム評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

アスリートエリア参加者 

 

観覧エリア参加者 

 

ZOOM参加者 

 

アスリートエリアでの参加者は、

すべてのプログラムの評価が高い

が、やはりプログラム２のワーク

ショップが 

「非常に参考になった」76.5％ 

「やや参考になった」 20.6% 

計 97.1%と一番高くなっている。 

プログラム１と３についてはほぼ

同様の評価となった。 

観覧エリアでの参加者の評価は、 

プログラム１ 

プログラム３ 

プログラム２の順となっている。 

やはり前述のようにプログラム２

については議論に参加することは

出来ず、各グループの議論内容も

聞くことができなかったため低い

評価となっている。 

ZOOM での参加者の評価も、 

プログラム１ 

プログラム３ 

プログラム２の順となっている。 

 

ZOOM 参加者は、プログラム２で

の議論を行う時間がグループによ

ってかなり差がでたことが影響し

ていると考えられる。 
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プログラムの評価全体コメント 

 

本年度のカンファレンスでは、アスリート自身が自分事としてキャリア課題に向き合うことをテーマと

した。そのため初の試みとしてアスリートが競技の枠を超えてキャリア課題についてディスカッション

するプログラムを設定した（Program２）。また、他競技のアスリートや ACC、企業人事とのネットワ

ークづくりの場として第二部に交流セッションを配置した。アンケート結果からもアスリートエリアで

の参加者の満足度は、Program2が一番高い結果となった。 

 

また、各グループでのディスカッションで出た意見は下記の通り。 

 

 

参加エリア別 SCSC認知状況 

 

参加エリア別年代分布 

 

参加エリア別に SCSC の認知度を

見てみるとアスリートエリアでの

参加者および ZOOM での参加者

に SCSC が認知されていないこと

がわかる。 

この２つのエリアはアスリート・

指導者を中心としたエリアであ

り、今回のカンファレンスがアス

リートに対して SCSC の認知拡大

に貢献していることがわかる。 

参加エリア別に参加者の年代シェ

アを見ると 

アスリートエリアは 30 代までで

過半数をこえ40代まで含めると8

割近くに達している。同様に

ZOOMエリアも30代までで4割、

40代まで含めると7割近くとなっ

ている。 

本年度アスリートにターゲットを

絞った集客の効果と言える。 
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設問①：アスリートのキャリアに関して問題だと思うことは？（原文まま掲載） 

グループ 各グループからの意見 

A アスリートキャリアで培ってきた能力についての自己理解の不足と、受け皿となるキャリア先、情報の少

なさ。 

B 現役アスリートはキャリアの課題を感じていない、 

認識していないことが課題 

C 限定された世界なので社会との接点が薄い。 

アスリートに教育の仕組みを作った方がよい、システムとして。 

D プロスポーツと、所属企業選手のキャリアや経済に対する不安 

E アスリートの問題というより、社会がアスリートを受け入れる姿勢と、アスリートが社会に出ていくとき

の心理的安全性が低い。 

F 大学から社会人になって続ける感覚がない。キャリアというキーワードに敏感。 

部活の延長だと教員のアドバイスのみになり可能性が広がりにくい。就活の時間がない。 

G 引退する時に次に何をすればいいのか、何が向いているのかわからない 

キャリアに不安がある選手が多く、大学卒業時に競技を離れてしまう課題がある 

引退しトランジションをしても競技時代の成功体験や活躍ほどの達成感わ得られない 

H フルタイム →プロ化 →不安定さが増した →(セカンド)キャリアについて →  マイナー競技でビジョン

がない →もともと兼業が多い →競輪に行く  会社が大学の大会をサポートしている →大卒と高卒選手

でビジョンが違う 

I セカンドキャリア 

J 社会に出た時の自分の能力・特徴、そしてその活かし方が明確でないこと。 

 競技中は指導者によって目標や練習方法などもきめられているので、自分で考える力が低くなっている。 

→ 自己分析もわからない 

K トップを目指している選手ほど競技意外のキャリアを考えることが少ない。 

一つの競技に専念していると視野が狭い。 

L 引退後、迷子になる。やりがいや生きがいを見出せない。 

キャリアカウンセリングを経て、自分史を振り返り気づきがあり、大切にしている軸が見えたことでやり

がいを感じるようになった。 
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設問②：問題の解決のために必要なことは？ 

グループ 各グループからの意見 

A 自己分析と場づくり（出席）  自己分析と他の業界と関わる。（色んな人と繋がる） 

B アスリート同士の競技を超えた横の繋がりや関係強化。アスリートの意識や行動によってこれから差が

ついてくるのではないか。 

C 大学とかシステムとしてしくみを作るとよい。 

・親から、指導者からの助言  ・選手としての自己理解させる(ための周囲の助言) 

D サポート体制とアスリートのすれ違いの解決のために、お互い歩み寄る努力をする事。 

サポート体制がある事の認知を広げる事、アスリート自身が、情報をとりに行くこと 

E 意識を変える。外の世界を知る。 

F 現役中の有限の目標、引退後の無限の目標を明確にする。  

やりたいこと、好きな事をノートに書きまくる。  

やり方、考え方をサポートする。 スポンサー企業からのことキャリア研修など。 

G 指導者など支援者のスキルアップ(社会との繋がりが乏しいのは競技全体の課題) 

成功したアスリート(競技毎に指標設定)→引退後ゆかりのある自治体で●年働くプログラム 

(競技普及、地元貢献、社会と繋がりながらキャリアを考える期間に) 

H 大卒後にプロにいかない選手が増えている →競技を続けることの魅力発信、アドバイスが必要  

→早い段階から人生と競技について考える    

プラス面では売り手市場である&転職しやすい  

 指導者がキャリアに関する視点を持つ  俯瞰力をつける  (いい意味で)アスリートとしての特別感を

持たない 

I 企業側がアスリート側に業務内容や入社条件を提示してほしい。 

J アスリート自身は競技の枠を超えた時に社会に対してどう貢献できるのか、謙虚に考える姿勢を持つこ

と。 

また、競技中から競技以外の視野を広げる。違う視点を持つように意識する。 

言われたことに対して疑うという視点を持つ。 

競技以外の自分の人生・キャリアの目標を考える。 

環境面では競技中から指導者が練習方法など与えるだけでなく、選手自身に考えさせる指導をする。 

ユースの時からのキャリア指導。 

K トップアスリートほど競技に専念しているため競技外の情報を取り入れようとしないことが多いと感

じるので協会がキャリアのセミナーを開いて強制的でもきっかけを作ってあげる必要がある。 

アスリート自身が考えること、指導者は考えさせることをし、主体性を持たせ自身で考える力を身に付

ける必要がある。 

L 日本人の意識を変えていくこと。トップ、指導者からキャリアについて学び話しやすい環境を作ること

が大事。 
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３．カンファレンスのまとめと今後の課題 

本年度は、キャリア課題の当事者である「アスリート」に焦点を当て、カンファレンスを構成した。 

これまでカンファレンスでは、主に個別事例を取り上げる形が主だったが、本年度のプログラム１で

は、「アスリートのキャリア課題とは何なのか」というテーマで一般社団法人日本プロサッカー選手会

がこれまで取り組んできた J リーガーのキャリアトランジションについてデータに基づいた話をいた

だいた。また日本陸上競技連盟からは連盟として大学生向けに行っているライフスキルプログラムの

導入経緯、実績など中央競技団体としての取り組み事例を取り上げた。 

 

 

プログラム２は、「アスリートと考えるキャリアビジョンワークショップ」と位置づけ、キャリアをテ

ーマにアスリートによるディスカッションを行った。異なる競技、現役、引退といった異なる環境・異

なるライフステージのメンバーでのディスカッションとなったが、アスリートエリアでの参加者の評

価は、このプログラム２が一番高いものとなった。 

一方で観覧エリアでの参加者は、ディスカッションに参加できないこともあり、評価としては若干低く

なっている。 

オンライン参加者は、ZOOMでのブレイクアウトセッションで議論の場としたが、グループによって

かなりばらつきがでてほとんどディスカッションが行われないグループもあったようで運営面での課

題が残った。 

 

プログラム３は「アスリート人材に期待するチカラ」というテーマで、アスリート人材の中途採用に取

り組む企業としてソニー生命保険株式会社、イオンモール株式会社、株式会社リクルートに登壇いただ

いた。参加アスリートからは、企業がアスリート人材にどういったチカラを期待しているのかが具体的

に分かった、社会人アスリート向けの「求人情報」のプラットホームがあったらいいといった意見がで

るなど関心の高さがうかがえた。 

 

第二部では、リアル会場の参加者間での交流セッションの時間とし、情報交換、名刺交換等の交流の機

会を設定した。競技の枠を超えたアスリート間の交流のみならず、観覧エリアのＡＣＣやＳＣＳＣ会員

企業等との交流もみられ、全体として実りの多いカンファレンスとなった。 

 

 

課 題） 

・年一回のカンファレンスで対象者やテーマを広範囲にカバーしているため、各プログラムに十分な

時間が取れていない。本年度アスリートにターゲットを絞ったプログラムを設定したこともあり、参

加者間での満足度のばらつきも見られた。 

・キャリア啓蒙と情報提供を分離、交流重視のリアルイベントを企画するなど年間を通したイベント

計画を設計する必要がある。 
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Ⅳ．まとめ 

 

本年度のさまざまな活動を通してアスリートのキャリア形成についての関心の高まりが確実に広がっ

てきていることを実感している。来期以降も公益財団法人日本スポーツ協会、公益財団法人日本オリン

ピック委員会、公益財団法人日本パラスポーツ協会・日本パラリンピック委員会等との連携をさらに深

めるとともに今期関係性を構築することができたアスリート委員との接点を広げ、アスリート、指導者

層へのアプローチを行っていくとともに就学期のアスリートへのキャリア教育もサポートしていく必

要を強く感じている。 

 

これらのキャリアサポートの活動を継続的に実施・拡大していくためにSCSCの自走化の道筋をつけ、

安定した財源確保のスキームをつくることが喫緊の課題となっている。 

 

冒頭にも記述したが、 

私たちは、アスリートが安心してスポーツに取り組むことができ、引退後も自己実現ができるキャリア

トランジションを成しえる環境をつくることは、スポーツ界だけでなくまさに現代のキャリア形成に

かかわる社会課題の解決に貢献するものと考えている。 

 

アスリートが引退後のキャリアにおいてもスポーツで培った能力を発揮し活躍することは、アスリー

ト個人の人生の充実のみならず、社会資源としてのアスリートの人材価値を社会に還元することにも

繋がる。また、アスリートの競技活動内外の継続的な活躍は、スポーツの価値を高め、スポーツ参画人

口の拡大、スポーツ産業の発展に貢献する。スポーツ産業の拡大は、競技団体の経営基盤を向上させ、

競技力向上にも大きく貢献することとなり、好循環が生まれる。 

 

アスリートがそれぞれの競技で行っている限界への挑戦が、競技を離れた後にも自らのキャリアへの

挑戦へと転換され、自己実現を成し、社会へ貢献し続けることが、日本社会の成長、希望につながるも

のと考える。 

 

SCSCに関わる会員団体、認定 ACCの活動の輪が大きなムーブメントになり、日本社会全体にアスリ

ートスピリットをもった人材が活躍し、さまざまな分野で「挑戦」を続け日本社会の成長につながって

いくことを願っている。 
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Ⅴ．事業実施体制 

事業統括責任者 

竹原 啓二   （株）フューチャー・デザイン・ラボ 代表取締役会長 

 

ディレクター 兼 事業推進担当 

曾我 隆之   （株）フューチャー・デザイン・ラボ 代表取締役社長 

 

事業推進担当 

藤原 健一   （株）フューチャー・デザイン・ラボ 取締役 

  

アシスタント 

  岸野 菜つみ  （株）フューチャー・デザイン・ラボ スタッフ 

  バンザラグチ・ズンビレグ （株）フューチャー・デザイン・ラボ スタッフ 

高岸 遼   （株）フューチャー・デザイン・ラボ スタッフ 

 

 

Ⅵ．参考資料 

  

参考資料１）―１ SCSC会則 令和３年１０月１日改正版  

参考資料１）―２ 寄附金等取扱規程 

参考資料２）   SCSC会員一覧 2025年 3月末現在 

参考資料３）   ACC育成プログラム申込者・受講者属性および受講後アンケート結果 

参考資料４)       認定 AＣＣ活動状況アンケート結果 

参考資料５）―１ カンファレンスチラシ・産経新聞掲載広告 

参考資料５）－２ カンファレンス運営業務報告書（株式会社ＭＰ＆Ｃ作成） 

 

 

 

 


